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１．はじめに（１）

• ２節における内容(bidding model)

• dynamic bidding game

• bidderは各期新しく自身のコストを学習

• コストはbidderの状態に依存する分布からdraw

• 状態は過去に落札した契約のbacklogから決定され
ると仮定

• backlogは過去に落札したプロジェクトの未完の量



１．はじめに（２）
• ３節の内容（計量モデル）
• Paarsch (1992), Laffont et al. (1995)の既往研究
に基づいて，オークション環境における私的情報
を推定する

• 特定化はElyakime et al. (1994), Guerre et al. 
(1998)と同様の二段階アプローチ

• １段階目：他のbidderの入札に対するbidderの
信念はノンパラメトリックに推定．bidderの非対
称性，契約特性，状態変数が推定の説明変数

• 2段階目：私的なコストを推計．本論文では
bidderの信念をベースとした将来の期待利得を
用いて計算する．



１．はじめに（３）

• ４節の内容
• データの説明
• ５節の内容：推定結果
• 一般にbid分布は各bidderのキャパシティに
依存することが示された

• backlogの値が増加するbidする確率が単調
に減少することが示された

• コストと入札額の間の単調な関係が示された



２．The bidding model（１）
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２．The bidding model（２）

• bidderはサービスを提供したい額で入札する
可能性がある

• 最も低いbidderが落札

• すべてのエージェントはリスクニュートラルと
仮定

• buyerはfixedな最低落札額Rを課している

• R以上のbidはrejectされる

• 我々はR=CFと仮定する



２．The bidding model（３）

• 状態変数は過去に落札したbacklogやbidder

固有属性を含んでいる

• 共通割引率β∈(0,1)を導入し，将来価値を測
定する

• bidder i の入札額bの戦略は次の関数で示す．
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２．The bidding model（４）

• regular bidder iの期待将来利得は
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• fringe bidder iの利得は



２．The bidding model（５）

• bidder iの均衡bidの分布関数は

• 密度関数は

• bid bが落札する確率は
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３．Econometric model

• (1)状態変数の選択について

• (2)bidderの信念を表すbid分布関数Gの推定
について

• (3)どのようにGを用いてコストやコスト分布関
数を推測するかを説明する



3.1. state variables（１）

• (1)契約特性ベクター上にbidの対数を投影し，そ
の結果としての剰余bの分布と密度を推定

• (2)次の5つの変数を用いて，bid分布関数を推定
する

• (3)すべてのobservationにおいて正規分布を用
いて標準化する．正規分布のパラメータは
bidder固有の平均とbidder固有の分散である

• その結果，backlog変数は0と1の間になり，
bidder間で比較可能
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3.1. state variables（２）

• 理論モデルはbidde iのbid分布とvalue fuction

について対称的な影響を持つbidderの存在
を仮定している．

• つまり，bidder iの分布関数は，もしbidder jとl

の状態が入れ替わっても変化しない

• この可換性はベクトルの要素の正確な順番
が重要でないことを示しており，特定の順序
に入れ替えることができる



3.2. Bidder’s belief

• Kernel estimatorを用いてbid密度と分布関数
を推定する

• bidder iのbidはもしb≦Rならば観測される

• 打ち切り(truncation)を説明するために

• 条件付きbid密度関数

• 打ち切り確率
• を推定する．つまりbid密度関数は
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3.3. Inference of cost（１）

• 最適bidは私的コスト，他のbidderのbidに対

する信念，将来利得これらすべてをベースに
選択される

• 均衡bid，他者の信念，value functionの関数

としてコストを表現することで，方程式を変形
できる

• このアプローチは静的オークションにおける
Elyakime et al. (1994)で提案されたアプローチ
である．



3.3. Inference of cost（２）

• これを用いて私的コストφは

トと関連する非観測コスによるbidibidder :)(⋅φ
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• コストを推測するためにはbidのハザードと分布
とvalue functionが必要



４．The data and industry

• Dec 1994～Oct 1998 のCalifornia Department of 

Transportationのhighway construction data

• bid dataとして

• bid opening data, construct number, location, 

number of working day, engineer’s estimate, 

name, address, amount of bid, rank of bid for 

each bidders

• 1850 contract, total value $3834.35 million

• total 9679 bids, average 5.23 bidder per contracts



５．Estimation results（１）



５．Estimation results（２）
bid distributionの推定値．backlog=0.1,0.5,0.9に固定し，
その他状態変数をサンプル平均で固定している

平均的なregular bidderは全ての契約の2%～5%の間の確率で入札することがわかる
backlogが増加すると，入札確率が減少することを示している

確率



５．Estimation results（３）
backlogの関数として入札確率を示した図

入札確率

backlog

完全に単調ではないが，backlogが大きくなると確率が5％から2％くらいまで減少



５．Estimation results（４）
bidder 1のbacklogの関数として価値関数を示した図

＋は信頼区間
割引率は0.95で固定

value functionはbacklogに対してほぼフラットであり，現在の落札にあまり影響ない



５．Estimation results（５）
bidder 1の入札額と推定されたコストの関係入札額

コスト

ほぼ45度線上で，両者の単調関係を示し，推計が正当であることを示している



５．Estimation results（５）
bidder 1のコスト分布とbacklog=0.1, 0.9のときの関係

平均コストがbacklogが高いときに高い傾向にあり，
backlogが低いときに低い傾向にある

確率


